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特集 “新型インフルエンザにかからないために”
　感染症は、毎年必ず、話題になるものがいくつかあります。2009年か
ら2010年にかけて、もっとも大きな関心を呼んだのが、新型インフルエ
ンザです。新型インフルエンザは、健康な人も、何かの病気をもった方
も、赤ちゃんからお年寄りまで、だれでもかかる最も身近な感染症の一つ
です。
　本年に入って、新型インフルエンザの流行は落ち着いてきましたが、油
断は禁物です。また、秋から冬にかけて大流行するかもしれません。本特
集をお読みいただき、新型インフルエンザにかからないようにして下さ
い。
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特集／新型インフルエンザにかからないために

　インフルエンザが、いつから人類を脅かすようになったのか。記録に残っている限りで
は、症状から見ておそらくインフルエンザと推定されるのは、平安時代の貞観５年

（863 年）である。その後も記録が残されており、貞観 14 年（872 年）、寛弘７年
（1010 年）、長和４年（1015 年）というようにインフルエンザの流行が勃発している
のがわかる。
　江戸時代に入ると、それぞれのインフルエンザの流行に対して、特有の名前が付けられ
るようになった。なかでも有名なものに「谷風」、「お駒風」、「お七風」、「琉球風」などが
ある。谷風は、当時の名力士、第４代横綱の名前である。正確には２代目谷風梶之助であ
るが、生前「自分は土俵の上では倒されない。俺を倒せるのは風邪くらいかな」と豪語し
ていたという。寛政６年（1974 年）末にインフルエンザにかかり、翌年の１月９日に
亡くなったとされている。このことから、１月９日が風邪の日とされたという。「お駒風」
＊京都府立医科大学名誉教授（免疫・微生物学）

特集“新型インフルエンザにかからないために”
  にあたって

今西二郎＊
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は、安永５年（1776）にインフルエンザの流行があったが、この時、城木屋お駒とい
う妖婦をモデルにした浄瑠璃が当時はやっていたことからこの名がつけられた。また、

「お七風」は、享和年間（1801 〜 1804）ごろ、江戸本郷の八百屋お七の放火事件の
後ではやったことから、付けられたようである。さらに、十七屋という江戸・日本橋瀬戸
物町にあった飛脚問屋から、インフルエンザが流行しだしたということで、「はやり風邪
十七屋からひきはじめ」と川柳に詠まれている。飛脚が、あちこちに回っていくたびに、
インフルエンザをはやらせたのかもしれない。
　江戸時代のインフルエンザの流行の経過をたどると、ほとんどがまず長崎に発生した。
その後、中国地方から上方を経て、関東に到ったものと思われる。さらに奥羽へと広がっ
ていくのである。当時、長崎は唯一の外国に開かれた門戸であったので、インフルエンザ
は外国から入ってきた感染症であったことをうかがわせるのである。インフルエンザ

（influenza）の名前の由来は、中世イタリアの占星術師たちがインフルエンザを「星の
影響（Influentiacoeli）」と考え、この感染症を「Influenza（インフルエンザ）」と呼ん
だことによる。なぜ「星の影響」かというと、大昔の人は夜空の星から神秘なものが人の
身体に“流れ込んで (influere: ラテン語 )”その人を支配すると考えていたことによると
思われる。
　明治時代になって、スペイン風邪（1918 年）が大流行し、世界で６億人が感染し、
2,500 万人の死者が出た。その後も、アジア風邪（1957 年）、香港風邪（1968 年）、
ソ連風邪（1977 年）といった大流行があったことは、まだ記憶に残っていることであ
ろう。そして、今回、新型インフルエンザ（ブタ・インフルエンザ）が突然、現れたので
ある。それまでは、トリ・インフルエンザが新型インフルエンザに変わるものと想定され
ていたのであるが、現れたのは、ブタ・インフルエンザだった。実は、以前より、教科書
的にはトリ→ブタ→ヒトという経路で新型インフルエンザウイルスができてくるとされて
いたので、われわれ専門家にとっては驚くべきことではなかったのである。
　今回の新型インフルエンザについては、幸いなことに、当初の予想と外れて、わが国で
は、極めて死亡者が少なく、重症化例も少なかったと推定されている。また、ワクチンも
最初は、足らないと思われ、海外から緊急輸入までしたが、結果的には、大量に余ってし
まった。１月には、急速に流行はおさまり、３月にはほとんど新たな患者がみられなく
なった。しかし、本年の秋から、流行はどうなるか予測はつかず、まだまだ予断を許さな
い状態が続いている。
　本特集では、新型インフルエンザについて、行政、ウイルス学、臨床、ワクチンの専門
家に寄稿していただいた。新型インフルエンザに対する適切な予防、治療対策をとって、
この次のインフルエンザの流行期を元気に乗りきっていただければ、本望である。

（イラスト：京都通信社 中井英之）
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